
◆お詫びと訂正◆

①本誌21巻1号（2009年1月号）115～120頁〔木南伸一ほか著〕論文中の図と表の一部が，ENDOSCOPIC　FORUM

　for　digestive　disease（日本消化器内視鏡学会甲信越・北陸地方会雑誌）第24巻第2号（平成20年11月5日発行；

　ENDOSCOPIC　FORUM編集委員会）に掲載されたものと同一でした。出典の記載が漏れてしまいましたこと深

　くお詫び申し上げます。

②本誌21巻1号（2009年1月号）25頁〔原田一道ほか著〕論文図2の中で図の一部が欠落しておりました。お詫びし

　て訂正いたします。
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図2　胃X線検査経ロ内視鏡経鼻内視鏡の選択割合

（正）

oo

幻

80

60

40

20

0
　2004年前期　後期　前期　後期　前期　後期2008年
　後期　　2005年　　　2006年　　　2007年　　前期

　■経口GF　■経鼻GF　ロバリウム

図2　胃X線検査経ロ内視鏡経鼻内視鏡の選択割合
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